
また、普段の幼稚園の雰囲気とは違い、恥ずかしさと戸惑いでビックリしてしまった園児の様子も

オープニングでは、日頃の保育時間で行っている論語を披露しました。
本学園の理事長・学長先生は、中国哲学の研究者であり、論語を通じて

幼児期から道徳教育を進める事の大切さを考え実施しています。
親の大切さや・人を思いやる気持ち、(助け合いの気持ち)・いろいろな苦難があっても

プラス思考で考えられる事等、人間としての生き方や考え方を幼児期から学べる事の大切さを実践し

クリスマスレクリエーション本番

幼児教育を進めております。(年中・年長クラス代表として披露)

論語の発表

楽器演奏(お歌)・お遊戯・劇の発表
一生懸命に練習してきた成果を思う存分に発揮し、頑張っていた様子が観られました。

観られましたが、みんなで協力しながら元気良く披露していた様子でした。
これからいろいろな場面にたつ事が多くなりますが、一人ひとりたくましく育って

いく姿が目に浮かんできました。
園児達もやりきった感じで「楽しかった！・ちゃんと出来た！！」
と達成感も感じられた様に話をしていた様子も見られました。






